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福
岡
県
春
闘
共
闘
連
絡
会
は
、
12
月
10
日
福
岡
市
博
多
区
の
第
三

博
多
偕
成
ビ
ル
で
、「
総
会
」
と
「
２
０
１
８
年
県
民
春
闘
討
論
集
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
は
、
午
前
中
に
17
春
闘
の
経
過
報
告
と
18

春
闘
方
針
が
提
案
の
後
に
質
疑
・
討
論
を
行
い
4
人
が
発
言
。
午
後

に
討
論
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

ホームページ　単産・単組の専用ページパスワード：otoshidama（1/1 ～ 1/31）

8
時
間
働
い
て
普
通
に

暮
ら
せ
る
社
会
を

職
場
か
ら
運
動
を

つ
く
っ
て
い
こ
う

2018 県民春闘共闘討論集会を開催

福岡県何でもファイブ  【財政力指数H24～26の平均】 第1位：苅田町1.11　第2位：福岡市0.86　第3位：新宮町0.84　第4位：粕屋町0.81　第5位：大野城市0.78 ※財政力指数とは、地方公共団体の財政力を示す指標。通常は過去3カ年の平均値。指数が1.0を
　上回れば、地方交付税交付金が支給されない。下回れば地方交付税交付金が支給される。

心
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と

等
を
明
ら
か
に
し
、
大
幅

賃
上
げ
で
8
時
間
働
い
て

普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

作
り
、
社
会
保
障
を
大
切

に
す
る
福
祉
国
家
を
作
る

為
に
、
労
働
組
合
が
果
た

　

引
き
続
き
、
討
論
集
会

は
、
11
人
が
発
言
し
「
安

倍
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
３

０
０
０
万
署
名
の
成
功
、

働
き
方
改
革
に
対
抗
し
社

会
的
賃
金
闘
争
を
進
め
る

こ
と
、
そ
の
為
に
職
場
か

ら
の
運
動
を
作
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

討
論
集
会
は
、
下
関
市

立
大
学
の
関
野
秀
明
教
授

に
よ
る
「
18
春
闘
に
お
け

る
労
働
組
合
の
課
題

－

賃

上
げ
、
消
費
税
増
税
阻
止
、

平
和
」
と
題
し
た
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

関
野
教
授
は
、
①
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
現
状
は
ど

う
か
」
と
問
い
か
け
、
②

実
質
年
収
４
％
の
賃
金
減

少
は
16
万
円
に
な
る
こ

と
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者

が
減
少
し
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
③
30
代
後
半
か

ら
50
代
が
実
質
年
収
が

減
っ
て
い
る
こ
と
、
④
資

本
金
10
億
円
以
上
の
大
企

業
は
、
97
年
以
降
株
主
配

当
５
．
０
８
倍
、
経
常
利

益
を
２
．
８
倍
、
利
益
剰

余
金
を
２
．
５
倍
に
し
て

い
る
こ
と
、
⑤
従
業
員
の

給
与
は
０
．
９
４
倍
の
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
⑥
日
本
の
企
業
の
株

主
が
外
国
法
人
な
ど
に
中

　

こ
の
行
動
は
「
県
民
運

動
実
行
委
員
会
」
に
結
集

す
る
民
医
連
、
新
婦
人
、

福
商
連
、
農
民
セ
ン
タ
ー
、

福
建
労
、
県
労
連
、
医
労

連
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
に
つ
い
て
の
要
請
事

項
を
、
実
行
委
員
会
で
ま

と
め
た
う
え
で
、
県
当
局

へ
提
出
し
、
各
担
当
部
局

と
交
渉
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

要
求
の
内
容
は
、
大
き

く
分
類
す
る
と
、
①
原
発

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
②
平
和

と
民
主
主
義
③
社
会
保
障

の
拡
充
④
中
小
企
業
・
建

設
業
ル
ー
ル
⑤
労
働
行
政

⑥
農
林
水
産
⑦
子
育
て
・

教
育
⑧
男
女
共
同
参
画
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
⑨
公
共
事
業

⑩
水
害
対
策
の
10
の
分
野

に
及
び
、
要
求
項
目
は
１

３
４
項
目
に
も
上
り
ま
し

た
。

　

交
渉
当
日
は
、
9
時
か

ら
、
県
庁
内
会
議
室
で
要

請
を
行
い
、
各
担
当
部
署

が
1
時
間
を
め
ど
に
入
れ

替
わ
り
で
要
請
に
対
す
る

回
答
を
行
い
ま
し
た
。
県

は
、
毎
年
災
害
対
策
の
回

答
で
不
誠
実
な
回
答
を
く

り
返
し
て
お
り
、
今
年
7

月
朝
倉
市
東
峰
村
を
中
心

に
九
州
北
部
豪
雨
災
害
が

お
こ
っ
た
中
の
対
応
と
し

て
は
問
題
で
す
。
文
書
で

の
回
答
は
来
年
2
月
〜
3

月
の
予
定
で
す
。
引
き
続

き
、
県
民
要
求
実
現
の
た

め
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

県
へ
の
要
求
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

　

県
民
運
動
実
行
委
員
会

は
11
月
14
日
・
15
日
の
両

日
、
福
岡
県
庁
お
よ
び
教

育
庁
で
対
県
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。
11
団
体
の
べ
73

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

い
で
は
な
く
、
粉
じ
ん
作

業
に
従
事
し
て
い
た
か
ど

う
か
の
問
題
だ
と
主
張
し

ま
し
た
。

　

報
告
集
会
で
は
、
弁
護

団
報
告
に
続
き
各
方
面
か

ら
連
帯
の
挨
拶
。
最
後
に
、

■ワードBOX　築炉とは？ 

　全国には多数の製鉄所があ
り、鉄材を約 1600℃程の高
温で溶融化するための釜を
「溶鉱炉」等と呼びます。「築
炉」とは耐火性の煉瓦を加
工・形成し積み上げて溶鉱炉
等を建築する事です。この加
工時に必ず粉じんが発生しま
す。又、耐火煉瓦の隙間には
断熱材としてアスベストが用
いられていました。

の
築
炉
じ
ん
肺
第
２
陣
訴

訟
公
判
が
開
か
れ
ま
し
た
。

傍
聴
に
は
原
告
、
建

交
労
、
西
日
本
石
炭

じ
ん
肺
長
崎
請
求
団
、

福
岡
県
労
連
、
国
民

救
援
会
や
ア
ス
ベ
ス

ト
で
共
に
闘
う
福
建

労
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
法
廷
か
ら
、
か

つ
て
ト
ン
ネ
ル
じ
ん

肺
裁
判
を
経
験
さ
れ

た
裁
判
長
に
交
代
。

公
判
で
は
、
原
告
弁

護
団
の
岩
城
弁
護
士

か
ら
「
じ
ん
肺
法
制

定
」
の
原
点
に
返
り
、

就
労
期
間
の
長
い
短

　

11
月
21
日
（
火
）
午
前

10
時
半
か
ら
福
岡
地
裁
で

建
交
労
大
牟
田
支
部
平
川

執
行
委
員
長
の
「
団
結
が

ん
ば
ろ
う
！
」
で
勝
利
へ

向
け
た
意
思
統
一
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

次
回
法
廷
は
１
月
30
日

（
火
）
午
前
10
時
半
か
ら

開
廷
で
す
。

　

労
働
組
合
の
枠
を
越
え

て
是
非
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。　

安倍9条改憲・労働法制改悪安倍9条改憲・労働法制改悪NO！NO！

データ表を活用し
熱弁する関野教授

裁
判
所
前
で
の
報
告
集
会

築
炉
じ
ん
肺
第

築
炉
じ
ん
肺
第
22
陣
訴
訟

陣
訴
訟

粉
じ
ん
作
業
の
被
害
救
済
を
求
め
て

粉
じ
ん
作
業
の
被
害
救
済
を
求
め
て

福岡県と対県交渉

取り組み広げて大きな運動へ取り組み広げて大きな運動へ

第69回 評議員会

と　き：２月3日（土）
ところ：第３博多偕成ビル

13時から

議　題： ①経過報告　②2018年春闘方針案
　　　　③財政議案　④役員選挙

評議員各位　福岡県労連議長　江口謙二
下記の日程で第 69 回評議員会を開催するので、
ご参加ください。

す
役
割
が
あ
る
こ
と
を
力

説
し
ま
し
た
。



福岡県労働組合総連合 第134号　（2）2017 年 12 月 25 日

人間らしく暮らせる人間らしく暮らせる
職場・社会の実現を！職場・社会の実現を！

今
年
は
年
金
制
度
の
学
習
会

今後の日程 1/9㈫県労連四役会議　1/15㈪県労連幹事会　1/18～21  名護市長選挙支援行動　1/18㈭県労連青年部常任幹事会、県社保協国保部会　1/19㈮デーセントワーク宣伝、非正規労組連絡会　1/26㈮九州労働弁護団総会　1/28㈰日出生台集会

労
働
者
の
家
族
責
任
と
健
康
の
視
点

第 28 回　人間らしく働くための九州セミナー in くまもと

女
性
セ
ン
タ
ー
第
25
回
定
期
大
会

　

記
念
講
演
で
は
、
群
馬

大
学
教
授
の
齋
藤
周
（
ま

ど
か
）
氏
が
、「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
労
働

法
の
役
割
〜
労
働
者
の
家

族
責
任
と
健
康
の
視
点
か

ら
考
え
る
〜
」
と
題
し

て
、
憲
法
25
条
で
保
障
さ

れ
た
「
生
存
権
」
を
保
障

す
る
カ
ギ
と
し
て
、
憲
法

27
条
「
勤
労
の
権
利
」
や

労
働
法
の
役
割
発
揮
、
日

本
の
労
働
時
間
規
制
の
歴

史
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
１
６
５
号
勧

告
「
家
族
責
任
勧
告
」
な

ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
の
中
で
は
、

「
も
し
も
毎
日
17
時
に
職

場
を
出
ら
れ
た
ら
」「
も

し
も
年
休
が
1
週
間
と
れ

た
ら
」
な
ど
の
会
場
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
あ
り
、
和
や

か
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
第
28
回
人
間
ら
し
く

働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ

ナ
ー
㏌
く
ま
も
と
」
が
、

11
月
25
日
、
26
日
の
2
日

間
に
わ
た
っ
て
熊
本
市
の

東
海
大
学
熊
本
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
、
初
日
の

全
体
会
に
は
九
州
、
沖
縄

各
地
か
ら
４
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
の
九

州
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
家
族

的
責
任
を
自
分
ら
し
く
果

た
す
権
利
と
健
康
」
を

テ
ー
マ
に
、
記
念
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
分
科
会
で
学
習
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

全
体
会
は
、
弁
護
士
の

阿
部
広
美
現
地
実
行
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

田
村
昭
彦
代
表
世
話
人
会

議
長
が
あ
い
さ
つ
。
田
村

氏
は
、
経
済
格
差
に
よ
る

健
康
格
差
、
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
、
労
働
法
制
の
改
悪
、

社
会
保
障
の
切
り
下
げ
な

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
4
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
、
自
助
・
共
助
、
自

己
責
任
・
家
族
責
任
が
過

度
に
強
調
さ
れ
、
社
会
保

障
を
切
り
下
げ
続
け
る
社

会
は
、
誰
も
が
陥
る
可
能

性
が
あ
る
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
、
家
族
介
護
、
非
正

規
労
働
に
よ
る
貧
困
、
過

労
死
な
ど
を
拡
大
さ
せ
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が

機
能
し
な
い
社
会
だ
と
批

判
し
、
国
民
の
権
利
と
し

て
の
社
会
保
障
の
充
実
を

求
め
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
2
つ
の
特

別
分
科
会
と
10
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
労
働
者
の
働

き
方
や
健
康
に
関
わ
る
現

状
、
各
組
織
の
と
り
く
み

に
つ
い
て
報
告
・
交
流

し
、
閉
会
集
会
で
「
人

間
ら
し
く
働

き
、
暮
ら
せ

る
職
場
・
社

会
の
実
現
を

目
指
し
て
い

く
」
こ
と
を

確
認
し
た

「
セ
ミ
ナ
ー

宣
言
」
を
採

択
し
て
、
2

日
間
の
日
程

を
終
了
し
ま

し
た
。

機
関
紙
協
会  

デ
ジ
カ
メ
教
室

２
０
１
８
年
1
月
13
日
（
土
）
10
時
30
分
〜
16
時
30
分

会　

場
／
福
岡
県
労
連　

持
参
品
／
デ
ジ
カ
メ（
ス
マ
ホ
可
）

「新春旗開き」「新春旗開き」のご案内のご案内

　

11
月
18
日
（
土
）
福
岡
県
労
連
女
性

セ
ン
タ
ー
第
25
回
定
期
大
会
を
開
催

し
、
加
盟
組
合
か
ら
22
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
大
会
は
田
村
貴
昭
衆
議
院
議
員
、

県
労
連
江
口
議
長
、
前
田
部
長
の
挨
拶

に
続
き
、
２
０
１
６
年
度
の
経
過
／
報

告
・
２
０
１
７
年
の
方
針
等
が
提
案
さ

れ
役
員
選
挙
で
新
体
制
が
確
定
し
ま
し

た
。
午
後
か
ら
年
金
制
度
の
学
習
を
行

い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度
へ
の

安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度
へ
の

「
改
正
」運
動
を
す
す
め
て
い
こ
う

「
改
正
」運
動
を
す
す
め
て
い
こ
う

定
闘
争
、
看
護
師
の
過
労

死
や
保
育
・
学
童
保
育
で

の
人
手
不
足
の
状
況
、
司

法
修
習
生
の
給
費
制
が
廃

止
に
な
っ
た
影
響
な
ど
に

つ
い
て
報
告
も
あ
り
そ
の

場
で
署
名
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
の
常
任
委

員
は
、
小
西
浩
子
（
福
法

労
）・
野
田
尚
代
（
年
金

者
組
合
）・
前
田
由
美
子

（
自
治
労
連
）・
宮
本
敦

子
（
福
祉
保
育
労
）・
保

元
里
美
（
医
労
連
）
の
5

人
。
事
務
局
長
は
小
川
マ

リ
子
（
県
労
連
）。
部
長
・

副
部
長
は
、
1
月
23
日
の

第
1
回
常
任
委
員
会
で
5

人
の
中
か
ら
互
選
し
ま
す
。

　

菅
野
美
和
子
社
会
保
険

労
務
士
を
講
師
に
迎
え
た

年
金
制
度
の
学
習
会
で
は
、

年
金
相
談
で
対
応
し
た
事

例
を
交
え
、
年
金
請
求
に

あ
た
り
気
を
付
け
た
い
こ

と
な
ど
を
「
女
性
の
た
め

の
年
金
10
か
条
」
に
ま
と

め
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
制
度
の
改
悪
を
許
さ

ず
、
安
心
で
き
る
制
度
へ

と
「
改
正
」
を
要
求
す
る

こ
と
が
重
要
。
私
た
ち
が

取
り
組
ん
で
い
る
運
動
に

つ
い
て
さ
ら
に
確
信
で
き

た
学
習
会
で
し
た
。
食
事

を
頂
き
な
が
ら
の
交
流
は

参
加
者
か
ら
、
最
低
年
金

保
障
制
度
を
求
め
る
運
動

や
公
務
員
賃
金
の
秋
の
確

主催者あいさつをする前田由美子部長

家族的責任を自分らしく果たす権利と
健康についてパネルディスカッション

参加者を巻き込んんで和やかに記念講演（斎藤教授）

Ｄ
Ｏ
Ｇ

Ｄ
Ｏ
Ｇ  

Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｓ

Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｓ

エ
リ
オ
ッ
ト
・
ア
ー
ウ
ィ
ッ
ト

エ
リ
オ
ッ
ト
・
ア
ー
ウ
ィ
ッ
ト  

著著

　

読
書
は
と
て
も
大
切
で
す
が
、
活
字
を

読
む
こ
と
に
疲
れ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
は
こ
の
一
冊
。
ペ
ー
ジ
を

め
く
れ
ば
犬
、
犬
、
犬
。
マ
グ
ナ
ム
・
フ
ォ

ト
の
メ
ン
バ
ー
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ア
ー

ウ
ィ
ッ
ト
が
日
本
を
含
む
世
界
各
地
で
撮

影
し
た
犬
た
ち
の
い
る
風
景
。
犬
（
と
人
）

の
生
活
の
ひ
と
コ
マ
を
切
り
取
っ
た
ア
ー

ウ
ィ
ッ
ト
の
写
真
は
、
全
編
モ
ノ
ク
ロ
。

そ
れ
が
か
え
っ
て
彼
ら
の
表
情
を
際
立
た

せ
て
い
ま
す
。

　
「
人
間
の
最
良
の
友
」
と
い
わ
れ
る
彼
ら

の
表
情
は
、
あ
な
た
に
元
気
を
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
は
こ
の
一
冊
を
手

元
に
置
け
ば
、
幸
福
を
呼
ん
で
く
れ
る
か

も
。
な
ぜ
な
ら
そ
う
、
２
０
１
８
年
は
戌

年
だ
か
ら
で
す
。

 

（
ふ
じ
お
か　

げ
ん
き
）
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この本
おすすめ

ど
が
、
過
労
死
や
健
康
破

壊
、
家
族
も
含
め
た
生
活

破
壊
を
進
行
さ
せ
て
い
る

現
状
を
明
ら
か
に
し
、
真

に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
る
働
き
方
、
働

か
さ
れ
方
、
社
会
生
活
に

関
し
て
労
働
、
社
会
保

障
、
意
識
改
革
に
つ
い
て

学
び
、
大
い
に
討
論
し
よ

う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

とき 1 月 11 日（木）18 時 30 分
会場 With The Style Fukuoka
　　　　　　　　　（博多区博多駅南）
会費 5000 円

とき 1 月 12 日（金）18 時 30 分
会場 リーセントホテル小倉
　　　　　　　　 （小倉北区大門）
会費 5500 円

とき 1 月 19 日（金）18 時 30 分
会場 川西公民館（直方市下新入）
会費 5000 円

とき 1月20日（土）18 時 30 分
会場 レストラン喫茶・香港
　　　　　　　　　  （中央区舞鶴）
会費 3500 円

●県労連

●北九州地区労連 ●直鞍地区労連

●福岡地区労連


